
て
い
ま
す
。
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記
紀
ゆ
か
り
の
地
「
記
紀
」

書

に
ゆ
か

古
事
記
」

「大
和
平
野

との
り正低の史地あ
日
本
書
紀
」

「にる あ３ っつ たの 古神
社 代とのがい
あう
り日
ま本

田
原
本
にすのは。成、り

立
ち
を
伝の

日
本
最
古

え歴
る史

多神社 本殿

太
安
万
侶

お記
お
の 紀
や
す
ま

の
編

を
ろ

纂
合に
祀携
わ
っ
た

多
神
社

ま
す
。

地
は
「
音
楽
発
祥
の
地
」
と
も
い
わ
れ
て
い

族
に
は
音
楽
に
関
係
す
る
人
が
多
く
、
こ
の

す
。
ま
た
、
多
氏
は
宮
中
雅
楽
を
司
り
、
一

れ
、
多
氏
と
の
深
い
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
ま

や
い
み
み
の
み
こ
と
）
は
多
氏
の
先
祖
と
さ

古
神
社
）
に
祀
ら
れ
る
神
八
井
耳
命
（
か
む

こ
じ
ん
じ
ゃ

述
に
よ
る
と
、
多
神
社
（
多
坐
弥
志
理
都
比

お
お
に
い
ま
す
み
し
り
つ
ひ

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
紀
の
記

の
多
地
区
周
辺
は
、
こ
の
多
氏
の
本
拠
地
で

お
み
ほ
む
じ
）
と
い
わ
れ
、
田
原
本
町
南
部

壬
申
の
乱
で
活
躍
し
た
多
臣
品
治
（
お
お
の

族
・
多
（
お
お
）
氏
の
族
長
で
し
た
。
父
は

纂
に
携
わ
っ
た
太
安
万
侶
は
、
古
代
の
豪

「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
の
両
方
の
編

木
造
太
安
萬
侶
坐
像

木
造
太
安
萬
侶
坐
像

祀
ら
祀
ら
れ
て
れ
て

多
神
社
にい

る
い
る

置
に
あ
り
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
日
の
出
を
拝
す
る
特
別
な
位

の
線
上
に
鎮
座
し
、
春
分
・
秋
分
の
日
に

山
、
西
に
二
上
山
を
望
む
「
太
陽
の
道
」

大
和
盆
地
の
中
心
に
あ
り
、
東
に
三
輪

で
も
有
数
の
勢
力
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

大
神
神
社
に
次
ぐ
経
済
力
を
持
ち
、
大
和

ま
た
、
こ
の
神
社
は
、
奈
良
時
代
に
は

太安萬侶墓誌
（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館提供）

奈良市東部の茶畑で発見された火葬墓から出土した「太安萬侶墓
誌」。太安万侶が平城京の左京四条四坊に住み、従四位下勲五等という
高い地位で養老7年7月6日に没したことが記されています。

鏡
作
部

古
代
の

の工
聖
地
人
集
団

鏡
作
神
社

と
）
の
三
座
。

と
）
、
天
糠
戸
命
（
あ
め
の
ぬ
か
ど
の
み
こ

て
る
く
に
て
る
ひ
こ
ほ
あ
か
り
の
み
こ

の
み
こ
と
）
、
天
照
国
照
彦
火
明
命
（
あ
ま

作
部
の
遠
祖
・
石
凝
姥
命
（
い
し
こ
り
ど
め

聖
地
」
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
祭
神
は
、
鏡

坐
天
照
御
魂
神
社
）
は
、
こ
の
「
鏡
制
作
の

に
い
ま
す
あ
ま
て
ら
す
み
た
ま
じ
ん
じ
ゃ

が
住
み
着
い
た
鏡
作
郷
。
鏡
作
神
社
（
鏡
作

か
が
み
つ
く
り

古
代
の
鏡
作
の
工
人
集
団
・
鏡
作
部
た
ち

日
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

立
春
に
三
輪
山
か
ら
二
上
山
へ
と
移
動
す
る

社
と
対
に
な
る
よ
う
、
こ
の
地
で
は
立
冬
・

今
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
多
神

て
い
ま
す
。

と
し
て
「
三
神
二
獣
鏡
」
が
今
に
伝
え
ら
れ

作
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
に
は
神
宝

ひ
と
つ
・
八
咫
の
鏡
（
や
た
の
か
が
み
）
を

る
石
凝
姥
命
は
天
照
大
神
の
三
種
の
神
器
の

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
神
社
に
祀
ら
れ

神
が
鏡
を
自
分
の
象
徴
と
し
て
皇
孫
に
賜
っ

れ
て
お
り
、
「
古
語
拾
遺
」
に
は
、
天
照
大

照
大
神
と
鏡
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
示
さ

「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」
で
は
、
天

鏡作神社 本殿

鏡作神社 鳥居

神
社
で
初
め
て
位
を
賜
っ
た
古
社

村
屋
神
社

社
そ
う
は
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

じ
ゃ

町
の
木
で
あ
る
「
イ
チ
イ
ガ
シ
」
な
ど
の

結
び
神
社

のの

み
こ
と
祭
神

神別）の
と宮は弥
しと、
てい大
もわ物
知れ主
らて命
れいの

冨
都
比
売
命
（てま妃

すでみい
ま あふ。
す
。
まりつ
た、ひ

を
賜
っ
た
古
社
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

、大め
縁神の

社
）
。
こ
の
功
に
よ
り
、
神
社
で
初
め
て
位

て
い
る
村
屋
神
社
（
村
屋
坐
弥
冨
都
比
売
神

む
ら
や
に
い
ま
す
み
ふ
つ
ひ
め
じ
ん

お
告
げ
を
与
え
、
勝
利
に
導
い
た
と
記
さ
れ

大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
軍
に
神
の

「
日
本
書
紀
」
に
は
、
壬
申
の
乱
の
際
、

村屋神社 拝殿

村屋神社 本殿



平
野
権
平
長
泰

ま
ち

ひ

の
発

ら展
のの
ご礎んとべ
いな
なっ
が
や
す

た
田
原
本
の
領
主
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物
で
す
。田
原
本
町
は
そ
の
平
野
氏
十
代
の
領
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

功
に
よ
り
、

に
登
場
し
た
平
野
権
平
長
泰
。

大
和
国
十
市
郡
内
に
五
千
石
を
拝
領
し
、

彼
こ
そ
が

２
０
１
６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
」

「
真
田
丸
」

田
原
本
の
領
主
と
な
っ
た
人

の
中
で
真
田
信
繁と

称
さ
れ
、
そ
の
戦

（
幸
村
）と
と
も

賤ヶ岳合戦図屏風（大阪城天守閣 蔵）

賤
ヶ
岳
の
七
本
槍

の豊
臣
秀
吉

に
長
五
千
文
禄文

化
財

そ
泰石 の4
の37に

ま
し
た
。

と
称
さ
れ

が
年
（

指長
歳
の
領
地１

後
、
賤

、
三

清
正
ら
と
と
も
に

き
の
取
り

功に

で
柴
田

正
11

績大勝
年
（

か
ら
木
下

にき １ 藤
よく ５

天
正
7
年

５

各
地
を
転
戦
し吉（定 ヶ泰 が 千

石
っこ

家
の
軍８た郎１さ 岳9 （に 与 、て を３平と 「れ の宛 え5 、 討）て で 旧 賤

貢
献
し 、

５
７

て ら）
の
領 福まち

豊
臣

い し 功 ヶ 賤 ９た に 秀れ 島し、ま た が 岳 ）感 田 ヶ正 、た秀 吉ます 。 ）状 し原。 こは た本
見
直 則 岳。

の
吉
のさ

野
権
平
長
泰
は

地
が
与
え
ら
れ

の
七
本

21
に、こ の

天
下

仕、 。な 加の 戦、時 れ 槍 え町 時ど 藤と い天、 、 」 、

歳
の
頃

平野権平長泰

長泰が実際に合戦で
用いていたとされる
槍の穂先（本誓寺蔵）

平野権平宛羽柴秀吉判物
（福岡洋介氏所蔵／町指定文化財）

平野権平宛豊臣秀吉朱印状
（福岡洋介氏所蔵／町指定文化財）

平
野
家
の
陣
屋
町

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
に
円
城

大
和
の
大
坂

「

た
こ
と
か
ら

に
栄
え
、

。

物
流
拠
点
と
し
て
発
展

運
と
中
街
道
沿
い
と
い
う
好
立
地
か
ら

屋
町
と
し
て
引
き
継
が
れ

、

寺
内
町
は

寺
を
誘
致
し
ま
し
た
。

寺
（
現
・
浄
照

、
」 寺

寺
）
と
、

長
勝
は
教
行
寺
を
退
去
さ
せ

付
近
に
陣
屋

永 に
12 70
年
（

築
か
せ
て
統
治
。

田
原
本
の
地
は

と
も
い

大
き
な
問
屋
が
軒
を
連
ね
た

（
陣
屋
を
中
心
と
し
た
陣

教
行
寺
と
の
支
配
権
を
巡
る
争
い
の
末

役 、
所
）

１
６
３
５

川
の
水

本
誓

の
築
造
を
開
始

）
現
在
の
町
役
場

、

商
業
が
大
い

そ
の
跡

、

二
代
目
長
勝
は
田
原
本
に
入
り

歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

寛
永
5
年

寛、。

（
１
６
２
８
）

教
行
寺
に
寺
内
町
を、

長
泰
は
京
都
伏
見
に
屋
敷
を
構
え

歴史ある町並み

本誓寺 本誓寺は平野氏の菩堤所となり、境内には二代長勝、九代長発
の霊廟が建てられています。

浄照寺本堂
（県指定文化財）

二代目長勝の創建とされ、その表門は伏見城から移築し
たものと伝えられています。

長泰のものと伝えられる塗膳
（本誓寺蔵）

そ
の
後
の
平
野
家

度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

院
議
員
と
な
り
、
昭
和
に
な
っ
て
華
族
制

は
そ
の
後
、
男
爵
に
叙
爵
。
そ
の
後
貴
族

で
奈
良
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
藩
主

明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
に
廃
藩
置
県

名
と
な
り
、
田
原
本
藩
と
な
り
ま
し
た
。

は
一
万
一
石
八
斗
を
与
え
ら
れ
待
望
の
大

そ
し
て
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
に

め
、
大
名
並
み
の
待
遇
で
し
た
。

旗
本
交
代
寄
合
と
し
て
参
勤
交
代
も
務

五
千
石
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
石
高
は

旗
本
な
が
ら
明
治
時
代
ま
で
安
泰
だ
っ
た

て
続
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
平
野
家
は

ら
が
大
名
に
な
り
な
が
ら
も
大
名
家
と
し

統
治
し
ま
し
た
。
福
島
正
則
や
加
藤
清
正

に
も
あ
わ
ず
十
代
に
わ
た
っ
て
田
原
本
を

ら
実
に
約
２
８
０
年
に
わ
た
り
、
国
替
え

５

平
野
家
は
文
禄
4
年
（
１

９
５
）
か

長顕寺 領主平野家の武運長久の祈願寺として京都から招かれたと伝
えられています。津島神社 江戸時代に領主平野家の尊崇を集めました。中和最大の夏

祭り「祗園祭」が行われます。
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